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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表紙体と、前記表紙体の中間領域で表紙体の内面に固着されたシート状ポケット群とを
備えた、見開き状クリアポケットファイルであって、
　表紙体は、合成樹脂シートからなる表表紙部と、裏表紙部と、前記表表紙部と裏表紙部
との間に連設された背表紙部とを有し、
　前記表表紙部及び裏表紙部は、表表紙部及び裏表紙部の高さ方向において上端から下端
に亘って連続する直線状の表折り曲げ部及び裏折り曲げ部を介して、ほぼ直角に交差する
ように、背表紙部に連設され、
　前記表表紙部と裏表紙部との間に連設された背表紙部は、その内側において、シート状
ポケット群を構成する第１ポケット構成シートの溶着縁のつき合わせ端縁を、溶着固定さ
れ、
　シート状ポケット群は、複数のシート状ポケットにより構成され、
　前記シート状ポケットは、背表紙部に固着された直線状部位から上の部位の間において
、柔軟に形成され、
　前記各シート状ポケットは、表紙体の中間領域の背表紙部に固着された直線状部位と直
交する底縁部、底縁部に相対する上縁部及び表紙体の中間領域の背表紙部に固着された直
線状部位に相対する側縁部を有し、表紙体の背表紙部に溶着するための溶着縁を備えた第
１ポケット構成シートと、前記第１ポケット構成シートのＡ面側に設けられた第２ポケッ
ト構成シートと、前記第１ポケット構成シートのＢ面側に設けられた第３ポケット構成シ
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ートとを備え、
　前記第２ポケット構成シート及び第３ポケット構成シートは、透明性を有し、開口縁を
備え、
　前記第１ポケット構成シートは、平面視方形状で、溶着縁と交差する底縁と溶着縁と交
差する上縁と溶着縁と相対する側縁とを備え、
　前記第２ポケット構成シートは、平面視方形状であり、開口縁と交差する底縁及び該底
縁と相対する上縁と、底縁及び上縁と交差する側縁とを備え、
　前記第３ポケット構成シートは、平面視方形状であり、開口縁と交差する底縁及び該底
縁と相対する上縁と、底縁及び上縁と交差する側縁とを備え、
　前記第１ポケット構成シートは、第１ポケット構成シートの底縁と交差し且つ第１ポケ
ット構成シートの溶着縁と並ぶ開口縁を、第１ポケット構成シートの溶着縁のつき合わせ
端縁を溶着された表紙体の背表紙部に対向する位置で、隣接するシート状ポケットの第２
ポケット構成シートの開口縁と第３ポケット構成シートの開口縁とが対向して開口される
ように、それぞれ単独で、隣接する第１ポケット構成シートとの間に間隔をおいて溶着縁
のつき合わせ端縁にて表紙体の背表紙部に固着され、
　前記第２ポケット構成シートと第３ポケット構成シートとは、一枚の長尺状樹脂シート
からなり、幅方向における中間領域において、底縁から上縁にかけて折り返されて、対向
するように構成され、第２ポケット構成シートと第３ポケット構成シートとの対向する面
の間に第１ポケット構成シートを挟み込み、第１ポケット構成シート，第２ポケット構成
シート及び第３ポケット構成シートを、ポケット構成シートの底縁及び上縁を封止するよ
うに幅方向に溶着切断して、前記第２ポケット構成シートと第３ポケット構成シートとの
間に挟まれた第１ポケット構成シートにおける底縁と交差し且つ溶着縁と相対する側縁に
、第２ポケット構成シート及び第３ポケット構成シートの折り返されて構成された側縁が
並んで固定され、
　前記第２ポケット構成シート及び第３ポケット構成シートは、底縁及び上縁において、
表紙体の背表紙部に溶着された溶着縁と交差する第１ポケット構成シートにおける底縁及
び上縁と連続して封止されるとともに、底縁と交差し且つ第１ポケット構成シートの溶着
縁と並ぶ開口縁を、第１ポケット構成シートの溶着縁を溶着された表紙体に対向する位置
で、隣接するシート状ポケットの開口縁と対向して開口されるように形成され、
　前記Ａ面側の第２ポケット構成シートの開口部は、隣接するシート状ポケットのＢ面側
の第３ポケット構成シートと近くに位置して対向し、第１ポケット構成シートと第２ポケ
ット構成シートとの間に形成された収容部に収容される被挟体を、Ａ面側シート状ポケッ
トの収容部とＢ面側のシート状ポケットの収容部に跨って収容され、被挟体の幅方向にお
ける中央領域を隣接するＡ面側のシート状ポケットとＢ面側のシート状ポケットとの中間
に位置させて、被挟体の折り曲げ部を隣接するＡ面側のシート状ポケットとＢ面側のシー
ト状ポケットとの中間において高さ方向に第１ポケット構成シートの溶着縁に沿ってのび
るように、Ａ面側のシート状ポケットとＢ面側のシート状ポケットとは、第１ポケット構
成シートの溶着縁において表紙体の背表紙部に固着され、
　第１ポケット構成シートと第２ポケット構成シートとの間に形成された収容部に収容さ
れる被挟体が、第２ポケット構成シートの開口縁及び第３ポケット構成シートの開口縁よ
り第２ポケット構成シートの収容部及び第３ポケット構成シートの収容部に挿入され、被
挟体をＡ面側シート状ポケットの収容部とＢ面側のシート状ポケットの収容部に跨って収
容され、
　表表紙部と裏表紙部とを開き、見開いた状態で、シート状ポケットの収容部及び収容部
に挿入された被挟体を閲覧でき、
　表表紙部と裏表紙部を閉じたとき、被挟体の幅方向における中央領域を、隣接するＡ面
側のシート状ポケットとＢ面側のシート状ポケットとの中間に位置させ、被挟体の折り曲
げ部が隣接するＡ面側のシート状ポケットとＢ面側のシート状ポケットとの中間において
高さ方向に第１ポケット構成シートの溶着縁に沿ってのび、見開いた状態でシート状ポケ
ットのＡ面側の収容部及びＢ面側の収容部に挿入され、被挟体の中央に折り目を形成でき
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る、見開き状クリアポケットファイル。
【請求項２】
　表紙体と、前記表紙体の中間領域で表紙体の内面に固着された透明性を有するシート状
ポケット群とを備えた、見開き状クリアポケットファイルの製造方法であって、
　（一）表紙体は、合成樹脂シートからなる表表紙部と、裏表紙部と、前記表表紙部と裏
表紙部との間に連設された背表紙部とを有し、
　前記表表紙部及び裏表紙部は、表表紙部及び裏表紙部の高さ方向において上端から下端
に亘って連続する直線状の表折り曲げ部及び裏折り曲げ部を介して、ほぼ直角に交差する
ように、背表紙部に連設され、
　前記表表紙部と裏表紙部との間に連設された背表紙部は、その内側において、シート状
ポケット群を構成する第１ポケット構成シートの溶着縁のつき合わせ端縁を、溶着固定さ
れ、
　シート状ポケット群は、複数のシート状ポケットにより構成され、
　前記シート状ポケットは、背表紙部に固着された直線状部位から上の部位の間において
、柔軟に形成され、
　（二）シート状ポケット群を、下記（ａ），（ｂ），（ｃ）及び（ｄ）の複数のシート
状ポケットにより構成するために、
　　（ａ）前記各シート状ポケットは、表紙体の中間領域の背表紙部に固着された直線状
部位と直交する底縁部、底縁部に相対する上縁部及び表紙体の中間領域の背表紙部に固着
された直線状部位に相対する側縁部を有し、表紙に溶着するための溶着縁を備えた第１ポ
ケット構成シートと、透明性を有し、開口縁を備えた、第２ポケット構成シートと、第３
ポケット構成シートとを有し、
　　（ｂ）第１ポケット構成シートは、平面視方形状で、溶着縁と交差する底縁と溶着縁
と交差する上縁と溶着縁と相対する側縁とを備え、
　　（ｃ）第２ポケット構成シートは、平面視方形状であり、開口縁と交差する底縁及び
該底縁と相対する上縁と、底縁及び上縁と交差する側縁とを備え、
　　（ｄ）第３ポケット構成シートは、平面視方形状であり、開口縁と交差する底縁及び
該底縁と相対する上縁と、底縁及び上縁と交差する側縁とを備え、
　（三）一枚の長尺状樹脂シートを折り返し、対向する第２ポケット構成シートと第３ポ
ケット構成シートとを構成し、
　（四）第２ポケット構成シートと第２ポケット構成シートとの対向する面の間に第１ポ
ケット構成シートを挟み込み、ポケット構成シートの底縁及び上縁を封止するように、該
第１ポケット構成シート，第２ポケット構成シート及び第３ポケット構成シートを幅方向
に溶着切断して、
　第２ポケット構成シート及び第３ポケット構成シートを、溶着縁と交差する第１ポケッ
ト構成シートにおける底縁及び上縁において、第１ポケット構成シートの底縁及び上縁と
連続して封止するとともに、底縁と交差し且つ第１ポケット構成シートの溶着縁と並ぶ開
口縁を、第１ポケット構成シートの溶着縁を溶着された表紙体に対向する位置で、隣接す
るシート状ポケットの第２ポケット構成シートの開口縁と第３ポケット構成シートの開口
縁とが対向して開口されるように形成し、
　（五）第１ポケット構成シートの底縁と交差し且つ第１ポケット構成シートの溶着縁と
並ぶ開口縁を、第１ポケット構成シートの溶着縁を溶着された表紙体の背表紙部に対向す
る位置で、隣接するシート状ポケットの第２ポケット構成シートの開口縁と第３ポケット
構成シートの開口縁とが対向して開口されるように、前記各シート状ポケットを構成する
第１ポケット構成シートを、それぞれ単独で、表紙に溶着するための溶着縁のつき合わせ
端縁により、隣接する第１ポケット構成シートとの間に間隔をおいて溶着縁のつき合わせ
端縁にて表紙体の背表紙部に固着し、
　（六）Ａ面側の第２ポケット構成シートの開口部は、隣接するシート状ポケットのＢ面
側の第３ポケット構成シートと近くに位置して対向し、第１ポケット構成シートと第２ポ
ケット構成シートとの間に形成された収容部に収容される被挟体を、Ａ面側シート状ポケ
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ットの収容部とＢ面側のシート状ポケットの収容部に跨って収容され、被挟体の幅方向に
おける中央領域を隣接するＡ面側のシート状ポケットとＢ面側のシート状ポケットとの中
間に位置させて、被挟体の折り曲げ部を隣接するＡ面側のシート状ポケットとＢ面側のシ
ート状ポケットとの中間において高さ方向に第１ポケット構成シートの溶着縁に沿っての
びるように、Ａ面側のシート状ポケットとＢ面側のシート状ポケットとは、第１ポケット
構成シートの溶着縁のつき合わせ端縁において表紙体の背表紙部に固着し、
　（七）第１ポケット構成シートと第２ポケット構成シートとの間に形成された収容部に
収容される被挟体が、第２ポケット構成シートの開口縁及び第３ポケット構成シートの開
口縁より第２ポケット構成シートの収容部及び第３ポケット構成シートの収容部に挿入さ
れ、被挟体をＡ面側シート状ポケットの収容部とＢ面側のシート状ポケットの収容部に跨
って収容され、
　表表紙部と裏表紙部とを開き、見開いた状態で、シート状ポケットの収容部及び収容部
に挿入された被挟体を閲覧でき、
　表表紙部と裏表紙部を閉じたとき、被挟体の幅方向における中央領域を、隣接するＡ面
側のシート状ポケットとＢ面側のシート状ポケットとの中間に位置させ、被挟体の折り曲
げ部が隣接するＡ面側のシート状ポケットとＢ面側のシート状ポケットとの中間において
高さ方向に第１ポケット構成シートの溶着縁に沿ってのび、見開いた状態でシート状ポケ
ットのＡ面側の収容部及びＢ面側の収容部に挿入され、被挟体の中央に折り目を形成でき
る、見開き状クリアポケットファイルの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、見開き状クリアポケットファイル及びその製造方法に関し、特に、たとえ
ば、クリヤーブックなどの背表紙部の両側に表表紙部と裏表紙部が連設され、大きめサイ
ズの書類などを見開いて見ることができるように表表紙側と裏表紙側との間に跨って収納
できる、透明ポケットが固着されたファイル及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、透明のファイルムでポケットを形成した透明ポケットファイルがある。
　それには、ポケットが表紙に溶着固定されたファイルにおいてポケットが見開いた状態
でつくられ、それを数枚重ねたものの中央部を、溶解して表紙の背部に溶着又は綴じ具に
綴じることにより、ポケットを綴じたファイルがある（特許文献１及び２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－０３９４５８号公報
【特許文献２】特開２００２－３３１７８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１のファイルでは、そして、ポケット１枚１枚をそれぞれ表紙に融着したもの
であっても、ポケット枚数が増えるに従い、見開いた時、ポケットの厚み、書類の厚みに
より見開きが中央にゆくに従ってフラットからどんどんカーブしていき、結果的に見開き
が悪くなってしまう。
　表表紙部側と裏表紙部側との間に跨って挟み込まれた書類などに、本来の折り目と異な
る折り目がついてしまう。
　また、特許文献２のファイルでは、ポケット１枚１枚が分割されていることにより、各
ポケットが動いて特許文献１と同様の問題がある。
【０００５】
　それゆえに、この発明の主たる目的は、見開き状クリアポケットファイルを見開いた後
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に閉じたときに被挟体に正確に折り目をつけることができる、見開き状クリアポケットフ
ァイルを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明の請求項１にかかる見開き状クリアポケットファイルは、表紙体と、前記表紙
体の中間領域で表紙体の内面に固着されたシート状ポケット群とを備えた、見開き状クリ
アポケットファイルであって、表紙体は、合成樹脂シートからなる表表紙部と、裏表紙部
と、前記表表紙部と裏表紙部との間に連設された背表紙部とを有し、前記表表紙部及び裏
表紙部は、表表紙部及び裏表紙部の高さ方向において上端から下端に亘って連続する直線
状の表折り曲げ部及び裏折り曲げ部を介して、ほぼ直角に交差するように、背表紙部に連
設され、前記表表紙部と裏表紙部との間に連設された背表紙部は、その内側において、シ
ート状ポケット群を構成する第１ポケット構成シートの溶着縁のつき合わせ端縁を、溶着
固定され、シート状ポケット群は、複数のシート状ポケットにより構成され、前記シート
状ポケットは、背表紙部に固着された直線状部位から上の部位の間において、柔軟に形成
され、前記各シート状ポケットは、表紙体の中間領域の背表紙部に固着された直線状部位
と直交する底縁部、底縁部に相対する上縁部及び表紙体の中間領域の背表紙部に固着され
た直線状部位に相対する側縁部を有し、表紙体の背表紙部に溶着するための溶着縁を備え
た第１ポケット構成シートと、前記第１ポケット構成シートのＡ面側に設けられた第２ポ
ケット構成シートと、前記第１ポケット構成シートのＢ面側に設けられた第３ポケット構
成シートとを備え、前記第２ポケット構成シート及び第３ポケット構成シートは、透明性
を有し、開口縁を備え、前記第１ポケット構成シートは、平面視方形状で、溶着縁と交差
する底縁と溶着縁と交差する上縁と溶着縁と相対する側縁とを備え、前記第２ポケット構
成シートは、平面視方形状であり、開口縁と交差する底縁及び該底縁と相対する上縁と、
底縁及び上縁と交差する側縁とを備え、前記第３ポケット構成シートは、平面視方形状で
あり、開口縁と交差する底縁及び該底縁と相対する上縁と、底縁及び上縁と交差する側縁
とを備え、前記第１ポケット構成シートは、第１ポケット構成シートの底縁と交差し且つ
第１ポケット構成シートの溶着縁と並ぶ開口縁を、第１ポケット構成シートの溶着縁のつ
き合わせ端縁を溶着された表紙体の背表紙部に対向する位置で、隣接するシート状ポケッ
トの第２ポケット構成シートの開口縁と第３ポケット構成シートの開口縁とが対向して開
口されるように、それぞれ単独で、隣接する第１ポケット構成シートとの間に間隔をおい
て溶着縁のつき合わせ端縁にて表紙体の背表紙部に固着され、前記第２ポケット構成シー
トと第３ポケット構成シートとは、一枚の長尺状樹脂シートからなり、幅方向における中
間領域において、底縁から上縁にかけて折り返されて、対向するように構成され、第２ポ
ケット構成シートと第３ポケット構成シートとの対向する面の間に第１ポケット構成シー
トを挟み込み、第１ポケット構成シート，第２ポケット構成シート及び第３ポケット構成
シートを、ポケット構成シートの底縁及び上縁を封止するように幅方向に溶着切断して、
前記第２ポケット構成シートと第３ポケット構成シートとの間に挟まれた第１ポケット構
成シートにおける底縁と交差し且つ溶着縁と相対する側縁に、第２ポケット構成シート及
び第３ポケット構成シートの折り返されて構成された側縁が並んで固定され、前記第２ポ
ケット構成シート及び第３ポケット構成シートは、底縁及び上縁において、表紙体の背表
紙部に溶着された溶着縁と交差する第１ポケット構成シートにおける底縁及び上縁と連続
して封止されるとともに、底縁と交差し且つ第１ポケット構成シートの溶着縁と並ぶ開口
縁を、第１ポケット構成シートの溶着縁を溶着された表紙体に対向する位置で、隣接する
シート状ポケットの開口縁と対向して開口されるように形成され、前記Ａ面側の第２ポケ
ット構成シートの開口部は、隣接するシート状ポケットのＢ面側の第３ポケット構成シー
トと近くに位置して対向し、第１ポケット構成シートと第２ポケット構成シートとの間に
形成された収容部に収容される被挟体を、Ａ面側シート状ポケットの収容部とＢ面側のシ
ート状ポケットの収容部に跨って収容され、被挟体の幅方向における中央領域を隣接する
Ａ面側のシート状ポケットとＢ面側のシート状ポケットとの中間に位置させて、被挟体の
折り曲げ部を隣接するＡ面側のシート状ポケットとＢ面側のシート状ポケットとの中間に
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おいて高さ方向に第１ポケット構成シートの溶着縁に沿ってのびるように、Ａ面側のシー
ト状ポケットとＢ面側のシート状ポケットとは、第１ポケット構成シートの溶着縁におい
て表紙体の背表紙部に固着され、第１ポケット構成シートと第２ポケット構成シートとの
間に形成された収容部に収容される被挟体が、第２ポケット構成シートの開口縁及び第３
ポケット構成シートの開口縁より第２ポケット構成シートの収容部及び第３ポケット構成
シートの収容部に挿入され、被挟体をＡ面側シート状ポケットの収容部とＢ面側のシート
状ポケットの収容部に跨って収容され、表表紙部と裏表紙部とを開き、見開いた状態で、
シート状ポケットの収容部及び収容部に挿入された被挟体を閲覧でき、表表紙部と裏表紙
部を閉じたとき、被挟体の幅方向における中央領域を、隣接するＡ面側のシート状ポケッ
トとＢ面側のシート状ポケットとの中間に位置させ、被挟体の折り曲げ部が隣接するＡ面
側のシート状ポケットとＢ面側のシート状ポケットとの中間において高さ方向に第１ポケ
ット構成シートの溶着縁に沿ってのび、見開いた状態でシート状ポケットのＡ面側の収容
部及びＢ面側の収容部に挿入され、被挟体の中央に折り目を形成できる、見開き状クリア
ポケットファイルである。
　この発明の請求項２にかかる見開き状クリアポケットファイルの製造方法は、表紙体と
、前記表紙体の中間領域で表紙体の内面に固着された透明性を有するシート状ポケット群
とを備えた、見開き状クリアポケットファイルの製造方法であって、（一）表紙体は、合
成樹脂シートからなる表表紙部と、裏表紙部と、前記表表紙部と裏表紙部との間に連設さ
れた背表紙部とを有し、前記表表紙部及び裏表紙部は、表表紙部及び裏表紙部の高さ方向
において上端から下端に亘って連続する直線状の表折り曲げ部及び裏折り曲げ部を介して
、ほぼ直角に交差するように、背表紙部に連設され、前記表表紙部と裏表紙部との間に連
設された背表紙部は、その内側において、シート状ポケット群を構成する第１ポケット構
成シートの溶着縁のつき合わせ端縁を、溶着固定され、シート状ポケット群は、複数のシ
ート状ポケットにより構成され、前記シート状ポケットは、背表紙部に固着された直線状
部位から上の部位の間において、柔軟に形成され、（二）シート状ポケット群を、下記（
ａ），（ｂ），（ｃ）及び（ｄ）の複数のシート状ポケットにより構成するために、（ａ
）前記各シート状ポケットは、表紙体の中間領域の背表紙部に固着された直線状部位と直
交する底縁部、底縁部に相対する上縁部及び表紙体の中間領域の背表紙部に固着された直
線状部位に相対する側縁部を有し、表紙に溶着するための溶着縁を備えた第１ポケット構
成シートと、透明性を有し、開口縁を備えた、第２ポケット構成シートと、第３ポケット
構成シートとを有し、（ｂ）第１ポケット構成シートは、平面視方形状で、溶着縁と交差
する底縁と溶着縁と交差する上縁と溶着縁と相対する側縁とを備え、（ｃ）第２ポケット
構成シートは、平面視方形状であり、開口縁と交差する底縁及び該底縁と相対する上縁と
、底縁及び上縁と交差する側縁とを備え、（ｄ）第３ポケット構成シートは、平面視方形
状であり、開口縁と交差する底縁及び該底縁と相対する上縁と、底縁及び上縁と交差する
側縁とを備え、（三）一枚の長尺状樹脂シートを折り返し、対向する第２ポケット構成シ
ートと第３ポケット構成シートとを構成し、（四）第２ポケット構成シートと第２ポケッ
ト構成シートとの対向する面の間に第１ポケット構成シートを挟み込み、ポケット構成シ
ートの底縁及び上縁を封止するように、該第１ポケット構成シート，第２ポケット構成シ
ート及び第３ポケット構成シートを幅方向に溶着切断して、第２ポケット構成シート及び
第３ポケット構成シートを、溶着縁と交差する第１ポケット構成シートにおける底縁及び
上縁において、第１ポケット構成シートの底縁及び上縁と連続して封止するとともに、底
縁と交差し且つ第１ポケット構成シートの溶着縁と並ぶ開口縁を、第１ポケット構成シー
トの溶着縁を溶着された表紙体に対向する位置で、隣接するシート状ポケットの第２ポケ
ット構成シートの開口縁と第３ポケット構成シートの開口縁とが対向して開口されるよう
に形成し、（五）第１ポケット構成シートの底縁と交差し且つ第１ポケット構成シートの
溶着縁と並ぶ開口縁を、第１ポケット構成シートの溶着縁を溶着された表紙体の背表紙部
に対向する位置で、隣接するシート状ポケットの第２ポケット構成シートの開口縁と第３
ポケット構成シートの開口縁とが対向して開口されるように、前記各シート状ポケットを
構成する第１ポケット構成シートを、それぞれ単独で、表紙に溶着するための溶着縁のつ
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き合わせ端縁により、隣接する第１ポケット構成シートとの間に間隔をおいて溶着縁のつ
き合わせ端縁にて表紙体の背表紙部に固着し、（六）Ａ面側の第２ポケット構成シートの
開口部は、隣接するシート状ポケットのＢ面側の第３ポケット構成シートと近くに位置し
て対向し、第１ポケット構成シートと第２ポケット構成シートとの間に形成された収容部
に収容される被挟体を、Ａ面側シート状ポケットの収容部とＢ面側のシート状ポケットの
収容部に跨って収容され、被挟体の幅方向における中央領域を隣接するＡ面側のシート状
ポケットとＢ面側のシート状ポケットとの中間に位置させて、被挟体の折り曲げ部を隣接
するＡ面側のシート状ポケットとＢ面側のシート状ポケットとの中間において高さ方向に
第１ポケット構成シートの溶着縁に沿ってのびるように、Ａ面側のシート状ポケットとＢ
面側のシート状ポケットとは、第１ポケット構成シートの溶着縁のつき合わせ端縁におい
て表紙体の背表紙部に固着し、（七）第１ポケット構成シートと第２ポケット構成シート
との間に形成された収容部に収容される被挟体が、第２ポケット構成シートの開口縁及び
第３ポケット構成シートの開口縁より第２ポケット構成シートの収容部及び第３ポケット
構成シートの収容部に挿入され、被挟体をＡ面側シート状ポケットの収容部とＢ面側のシ
ート状ポケットの収容部に跨って収容され、表表紙部と裏表紙部とを開き、見開いた状態
で、シート状ポケットの収容部及び収容部に挿入された被挟体を閲覧でき、表表紙部と裏
表紙部を閉じたとき、被挟体の幅方向における中央領域を、隣接するＡ面側のシート状ポ
ケットとＢ面側のシート状ポケットとの中間に位置させ、被挟体の折り曲げ部が隣接する
Ａ面側のシート状ポケットとＢ面側のシート状ポケットとの中間において高さ方向に第１
ポケット構成シートの溶着縁に沿ってのび、見開いた状態でシート状ポケットのＡ面側の
収容部及びＢ面側の収容部に挿入され、被挟体の中央に折り目を形成できる、見開き状ク
リアポケットファイルの製造方法である。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、被挟体の幅方向における中央領域を、隣接するＡ面側のシート状ポ
ケットとＢ面側のシート状ポケットとの中間に位置させ、被挟体の折り曲げ部が隣接する
Ａ面側のシート状ポケットとＢ面側のシート状ポケットとの中間において高さ方向に第１
ポケット構成シートの溶着縁に沿ってのび、見開いた状態でシート状ポケットの収容部に
挿入されるように構成されているので、被挟体の中央に正確に折り目を形成できる。
【０００８】
　この発明の上述の目的、その他の目的、特徴及び利点は、図を参照して行う以下の発明
を実施するための最良の形態の説明からいっそう明らかとなろう。
　この明細書及び特許請求の範囲において、ファイルの表紙の高さ、表紙の幅及び背幅は
、一般的に用いられている表現を用いているが、念のために、図１３において、表紙の高
さをＨ、表紙の幅をＷ、背幅をＴとして示す。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】この発明の一実施の形態であるポケットファイルの斜視図解図である。
【図２】図１図示ポケットファイルの開いた状態における断面図解図である。
【図３】図１図示ポケットファイルの開いた状態における断面図解図である。
【図４】図１図示ポケットファイルの閉じた状態における横断面図解図である。
【図５】図１図示ファイルの製法を示す斜視図解図である。
【図６】図１図示ファイルの製法を示す斜視図解図である。
【図７】図１図示ファイルの製法を示す斜視図解図である。
【図８】図１図示ファイルの製法を示す斜視図解図である。
【図９】図１図示ファイルの製法を示す斜視図解図である。
【図１０】図１図示ファイルの製法を示す断面図解図であり、シート状ポケット群の準備
状態を示す図である。
【図１１】図１図示ファイルの製法を示す断面図解図であり、シート状ポケット群と連結
体との連結方法を示す図である。
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【図１２】図１図示ファイルの製法を示す断面図解図であり、シート状ポケット群と連結
体との連結方法を示す図である
【図１３】この発明にかかるファイルの説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１は、この発明の一実施の形態である見開き状クリアポケットファイルの斜視図解図
であり、図２は、図１図示見開き状クリアポケットファイルの開いた状態における斜視図
解図である。図３は、図１図示見開き状クリアポケットファイルの閉じた状態における縦
断面図解図である。
　ファイル１０は、見開き状クリアポケットファイルである。
　ファイル１０は、ポリプロピレン等の合成樹脂シートからなる表表紙部１２と、裏表紙
部１４と、前記表表紙部１２と裏表紙部１４との間に連設された背表紙部１６とを有する
表紙体１８と、シート状ポケット群２０を構成する第１ポケット構成シート３０の溶着縁
３２において溶着されて連結されたシート状ポケット群２０とを備えている。
【００１１】
　ファイル１０は、前記表表紙部１２と裏表紙部１４との間に連設された背表紙部１６の
内側において、シート状ポケット群２０を構成する第１ポケット構成シート３０の溶着縁
３２を、溶着固定されている。
【００１２】
　表表紙部１２及び裏表紙部１４は、表表紙部１２及び裏表紙部１４の高さ方向において
上端から下端に亘って連続する直線状の表折り曲げ部２４及び裏折り曲げ部２６を介して
、ほぼ直角に交差するように、背表紙部１６に連設されている。
【００１３】
　前記シート状ポケット２２は、背表紙部１６に固着された直線状部位から上の部位の間
において、柔軟に形成されている。
　シート状ポケット２２は、背表紙部１６に固着された直線状部位と直交する底縁部２２
ａと底縁部２２ａに相対する上縁部２２ｂ及び背表紙部１６に固着された直線状部位に相
対する側縁部２２ｃとを備えている。
【００１４】
　ファイル１０は、表紙体１８と、前記表紙体１８の中間領域で表紙体１８の内面に固着
された透明性を有するシート状ポケット群２０とを備えた、見開き状クリアポケットファ
イルであって、シート状ポケット群２０は、複数のシート状ポケット２２により構成され
ている。
【００１５】
　前記各シート状ポケット２２は、表紙に溶着するための溶着縁３２を備えた第１ポケッ
ト構成シート３０と、開口縁４２を備えた、透明性を有する第２ポケット構成シート４０
と、開口縁５２を備えた、透明性を有する第３ポケット構成シート５０とを有する。
　第２ポケット構成シート４０は、第１ポケット構成シート３０を挟んでＡ面（表紙）側
に位置し、第３ポケット構成シート５０は、第１ポケット構成シート３０を挟んでＢ面（
表紙）側に位置している。
【００１６】
　第１ポケット構成シート３０は、平面視方形状で、溶着縁３２と交差する底縁３４と溶
着縁３２と交差する上縁３６と溶着縁３２と相対する側縁３８とを備える。
　第１ポケット構成シート３０は、それぞれ単独で、隣接する第１ポケット構成シート３
０との間に間隔をおいて、溶着縁３２にて表紙体１８に固着されている。
【００１７】
　第２ポケット構成シート４０は、平面視方形状であり、開口縁４２と交差する底縁４４
及び該底縁４４と相対する上縁４６と、底縁４４及び上縁４６と交差する側縁４８とを備
える。
　第２ポケット構成シート４０は、底縁４４において、表紙に溶着された溶着縁３２と交
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差する第１ポケット構成シート３０における底縁３４と連続して封止されている。
　底縁４４と交差し且つ第１ポケット構成シート３０の溶着縁３２と並ぶ開口縁４２は、
第１ポケット構成シート３０の溶着縁３２を溶着された表紙体１８に対向する位置で、隣
接する第１ポケット構成シート３０の第３ポケット構成シート５０の開口縁５２と対向し
て開口されるように形成されている。
【００１８】
　第３ポケット構成シート５０は、平面視方形状であり、開口縁５２と交差する底縁５４
及び該底縁５４と相対する上縁５６と、底縁５４及び上縁５６と交差する側縁５８とを備
える。
　第３ポケット構成シート５０は、底縁５４において、表紙に溶着された溶着縁３２と交
差する第１ポケット構成シート３０における底縁３４と連続して封止されている。
　底縁５４と交差し且つ第１ポケット構成シート３０の溶着縁３２と並ぶ開口縁５２は、
第１ポケット構成シート３０の溶着縁３２を溶着された表紙体１８に対向する位置で、隣
接する第１ポケット構成シート３０の第２ポケット構成シート４０の開口縁４２と対向し
て開口されるように形成されている。
【００１９】
　シート状ポケット２２は、第１ポケット構成シート３０のＡ面に設けられた第２ポケッ
ト構成シート４０と、第１ポケット構成シート３０のＢ面に設けられた第３ポケット構成
シート５０とを備え、第２ポケット構成シート４０と第３ポケット構成シート５０とは、
一枚のシートからなり、幅方向における中間領域において、底縁４４及び底縁５４から上
縁４６及び上縁５６にかけて折り返されたもので構成されている。
　第２ポケット構成シート４０と第３ポケット構成シート５０との間に挟まれた第１ポケ
ット構成シート３０における底縁３４と交差し溶着縁３２と相対する第１ポケット構成シ
ート３０の側縁３８に、第２ポケット構成シート４０及び第３ポケット構成シート５０を
折り返されて構成された第２ポケット構成シート４０の側縁４８及び第３ポケット構成シ
ート５０の側縁５８が並んで固定されている。
【００２０】
　第２ポケット構成シート４０と第３ポケット構成シート５０とは、図５に示すように、
一枚の長尺状樹脂シートを折り返されて、対向するように構成され、第２ポケット構成シ
ート４０と第２ポケット構成シート４０との対向する面の間に第１ポケット構成シート３
０を挟み込み、第１ポケット構成シート３０，第２ポケット構成シート４０及び第３ポケ
ット構成シート５０を幅方向に溶着切断して、ポケットシートの底縁３４，底縁４４及び
底縁５４並びに上縁３６，上縁４６及び上縁５６を封止するように形成されている。
　もっとも、第２ポケット構成シート４０と第３ポケット構成シート５０とは、図８及び
図９に示すように、一枚の樹脂シートを折り返されて、対向するように構成され、第２ポ
ケット構成シート４０と第２ポケット構成シート４０との対向する面の間に第１ポケット
構成シート３０を挟み込み、第１ポケット構成シート３０，第２ポケット構成シート４０
の開口縁４２及び第３ポケット構成シート５０の開口縁５２を除く、底縁４４及び底縁５
４と第１ポケット構成シート３０の底縁３４とを溶着し、上縁４６及び上縁５６と第１ポ
ケット構成シート３０の上縁３６とを溶着して、ポケットシートの底縁３４，底縁４４及
び底縁５４並びに上縁３６，上縁４６及び上縁５６を封止するように形成されてもよい。
【００２１】
　この実施の形態においては、シート状ポケット２２は、底縁部２２ａが底縁３４，底縁
４４及び底縁５４で構成され、上縁部２２ｂが上縁３６，上縁４６及び上縁５６で構成さ
れ、側縁部２２ｃが側縁３８，側縁４８及び側縁５８で構成されている。
【００２２】
　Ａ面側の第２ポケット構成シート４０の開口部は、隣接するシート状ポケット２２のＢ
面側の第３ポケット構成シート５０と近くに位置して対向し、第１ポケット構成シート３
０と第２ポケット構成シート４０との間に形成された収容部８０に収容される被挟体Ｓを
、Ａ面側シート状ポケット２２の収容部８０とＢ面側のシート状ポケット２２の収容部８



(10) JP 5659049 B2 2015.1.28

10

20

30

40

50

０に跨って収容され、被挟体Ｓの幅方向における中央領域を、隣接するＡ面側のシート状
ポケット２２とＢ面側のシート状ポケット２２との中間に位置させる。
　そして、被挟体Ｓの折り曲げ部Ｓ1が隣接するＡ面側のシート状ポケット２２とＢ面側
のシート状ポケット２２との中間において高さ方向に第１ポケット構成シート３０の溶着
縁３２に沿ってのびるように、Ａ面側のシート状ポケット２２とＢ面側のシート状ポケッ
ト２２とは、第１ポケット構成シート３０の溶着縁３２において表紙体１８に固着されて
いる。
【００２３】
　次に、この発明にかかる見開き状クリアポケットファイルの製造方法について、主とし
て図５ないし図９に基づいて説明する。
　まず、表紙体１８と、前記表紙体１８の中間領域で表紙体１８の内面に固着された透明
性を有するシート状ポケット群２０とを準備する。
【００２４】
　シート状ポケット群２０を、複数のシート状ポケット２２により構成するために、前記
各シート状ポケット２２は、表紙に溶着するための溶着縁３２を備えた第１ポケット構成
シート３０と、開口縁４２を備えた、透明性を有する第２ポケット構成シート４０と、開
口縁５２を備えた、透明性を有する第３ポケット構成シート５０とを準備する。
　そして、第２ポケット構成シート４０及び第３ポケット構成シート５０を、開口縁４２
及び開口縁５２と交差する底縁４４及び底縁５４において、表紙に溶着される溶着縁３２
と交差する第１ポケット構成シート３０の底縁３４と接続して封止するとともに、開口縁
４２及び開口縁５２と交差する上縁４６及び上縁５６において、表紙に溶着される溶着縁
３２と交差する第１ポケット構成シート３０の上縁３６と接続して封止する。
【００２５】
　次に、底縁４４と交差し且つ第１ポケット構成シート３０の溶着縁３２と並ぶ開口縁４
２を、第１ポケット構成シート３０の溶着縁３２と溶着された表紙体１８に対向する位置
で、シート状ポケット２２の第３ポケット構成シート５０の開口縁５２と隣接するシート
状ポケット２２の第２ポケット構成シート４０の開口縁４２と対向して開口されるように
、前記各シート状ポケット２２を構成する第１ポケット構成シート３０を、それぞれ単独
で、表紙に溶着するための溶着縁３２により、隣接する第１ポケット構成シート３０との
間に間隔をおいて溶着縁３２にて表紙体１８に固着する。
【００２６】
　更に、底縁３４と交差し且つ第１ポケット構成シート３０の溶着縁３２と並ぶ開口縁４
２を、第１ポケット構成シート３０の溶着縁３２を溶着された表紙体１８に対向する位置
で、シート状ポケット２２の第３ポケット構成シート５０の開口縁５２と隣接するシート
状ポケット２２の第２ポケット構成シート４０の開口縁４２と対向して開口されるように
、表紙に溶着するための溶着縁３２により、隣接する第１ポケット構成シート３０との間
に間隔をおいて溶着縁３２にて表紙体１８に固着する。
【００２７】
　第２ポケット構成シート４０と第３ポケット構成シート５０とは、図５において示すよ
うに、一枚の長尺状樹脂シートを折り返し、対向するように構成し、第２ポケット構成シ
ート４０と第３ポケット構成シート５０との対向する面の間に第１ポケット構成シート３
０を挟み込み、第１ポケット構成シート３０，第２ポケット構成シート４０及び第３ポケ
ット構成シート５０を幅方向に溶着切断して、シート状ポケット２２の底縁３４，底縁４
４及び底縁５４並びに上縁３６，上縁４６及び上縁５６を封止するように形成する。
【００２８】
　次に、本発明にかかるシート状ポケット２２を表紙体１８に溶着する製法について、図
１０ないし図１２に基づいて説明する。
【００２９】
　製本装置１０００は、図１０に示すように、多数枚のシート状ポケット２２を保持する
シート状ポケット保持機構１００２と、表紙体１８を保持する表紙体用保持機構１００４
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と、発熱体１００６（Ｈ）と、この発熱体１００６（Ｈ）をシート状ポケット２２と表紙
体１８との間に介在または抜き出し可能とするシリンダ機構（図示せず）とを備えている
。
【００３０】
　シート状ポケット保持機構１００２は、テーブル１０１０に固定のシート状ポケット押
圧部１００８と、図示しないねじやピストン等の駆動手段でテーブル１０１０上を可動す
る可動シート状ポケット押圧部１０１２と、固定のシート状ポケット押圧部１００８と可
動シート状ポケット押圧部１０１２とによってシート状ポケット２２をクランプするよう
に構成されている。
【００３１】
　また、表紙体用保持機構１００４は、表紙体１８の内面を下向きにして取り付け可能に
構成されたものであり、図示しない昇降手段により上下動可能に構成されている。
【００３２】
　発熱体１００６（Ｈ）は、内部にシーズヒータ等が内蔵された板状のものであるが、発
熱体１００６（Ｈ）はこれに限らず、熱エネルギーを放出可能な種々の手段が考えられる
。
【００３３】
　前記の製本装置１０００を使用してファイルを製本する方法について説明する。
　まず、図１０に示すように、多数枚のシート状ポケット２２を重合し、その重なり端面
を固定のシート状ポケット押圧部１００８と可動シート状ポケット押圧部１０１２とでク
ランプし、且つ、表紙体用保持機構１００４により、表紙体１８の内面を下側にした状態
で、表紙体１８を保持し、表紙体用保持機構１００４を下降させてシート状ポケット群２
０の溶着縁３２の上面と表紙体１８の内面とを対向させるとともに、その間に発熱体１０
０６（Ｈ）を介在させることができる位置まで接近させる。
　そして、発熱体１００６（Ｈ）を両者の間に介在させ、表紙体１８の内面と第１ポケッ
ト構成シート３０の溶着縁３２の上部のつき合せ端縁とを同時に溶融させる。
【００３４】
　その溶融温度は、ポリプロピレンの溶融温度が、１２０～１３０℃であるため、１７０
～１８０℃前後の発熱体１００６を使用して４～５秒前後の時間で、表紙体１８の内面と
第１ポケット構成シート３０の溶着縁３２の上縁のつき合せ端縁とを同時に溶融させる。
　その後、表紙体１８と溶着縁３２との間から発熱体１００６（Ｈ）を引き抜き、背表紙
部１６を第１ポケット構成シート３０の溶着縁３２に接触させて両者を接合する（図１２
参照）。
【００３５】
　そして、適宜、溶着部位を冷却して、完全に表紙体１８の背表紙部１６の内面と第１ポ
ケット構成シート３０の溶着縁３２のつき合せ端縁とを固着する。
【００３６】
　実際の使用においては、第１ポケット構成シート３０と第２ポケット構成シート４０と
の間に形成された収容部８０に収容される被挟体Ｓを、第２ポケット構成シート４０の開
口縁４２及び第３ポケット構成シート５０の開口縁５２より第２ポケット構成シート４０
の収容部８０及び第３ポケット構成シート５０の収容部８２に挿入し、被挟体ＳをＡ面側
シート状ポケット２２の収容部８０とＢ面側のシート状ポケット２２の収容部８２に跨っ
て収容する。
　而して、表表紙部１２と裏表紙部１４とを開き、見開いた状態で、シート状ポケット２
２の収容部８０及び収容部８２に挿入された被挟体Ｓを閲覧できる。
　そして、表表紙部１２と裏表紙部１４を閉じたときは、被挟体Ｓの幅方向における中央
領域を、隣接するＡ面側のシート状ポケット２２とＢ面側のシート状ポケット２２との中
間に位置させ、被挟体Ｓの折り曲げ部Ｓ1が隣接するＡ面側のシート状ポケット２２とＢ
面側のシート状ポケット２２との中間において高さ方向に第１ポケット構成シート３０の
溶着縁３２に沿ってのび、見開いた状態でシート状ポケット２２の収容部８０及び収容部
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る。
【符号の説明】
【００３７】
　１０　ファイル
　１２　表表紙部
　１４　裏表紙部
　１６　背表紙部
　１８　表紙体
　２０　シート状ポケット群
　２２　シート状ポケット
　２２ａ　底縁部
　２２ｂ　上縁部
　２２ｃ　側縁部
　２４　表折り曲げ部
　２６　裏折り曲げ部
　３０　第１ポケット構成シート
　３２　溶着縁
　３４　底縁
　３６　上縁
　３８　側縁
　４０　第２ポケット構成シート
　４２　開口縁
　４４　底縁
　４６　上縁
　４８　側縁
　５０　第３ポケット構成シート
　５２　開口縁
　５４　底縁
　５６　上縁
　５８　側縁
　８０　収容部
　８２　収容部
　１０００　製本装置
　１００２　シート状ポケット保持機構
　１００４　表紙体用保持機構
　１００６　発熱体
　１００８　シート状ポケット押圧部
　１０１０　テーブル
　１０１２　可動シート状ポケット押圧部
　Ｓ　被挟体
　Ｓ1　折り曲げ部
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